
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 ８月号 

夏休み、海水浴、夏祭り、お盆と、遠くにいる子どもや兄弟、懐かしい親戚とも顔を合わ

せる機会の多い月ですね。鳥取県は「星取県」ともよばれています。夏の夜空を眺めながら、

ひととき昼間の暑さと賑わいを忘れて、明日への英気を養いましょう。 

ほくほくプラザでは今月もさまざまな行事を予定しています。たくさんのご来館をお待ち

しています。 
 

６月２７日(金)に、子どもの人権をテーマに、生徒支援・教育相談セン

ターの教育相談担当 指導主事の山口功さんを講師にお迎えし、「子ど

もも保護者も笑顔になる接し方について」と題し、講演をしていただき

ました。山口さんは、ちょっとだけ子どもへの対応がうまくいく方法とし

て、いくつかお話をして下さいました。 

まずは、代わりの行動を伝えること。例えば「座らないで」など否定的

な 

 

 

隔離政策による偏見や差別 

ハンセン病は、らい菌による感染症で、かつては感

染すると失明、手足の麻ひ、皮ふに様々な病的変化が

現れ「不治の病」と誤解されていましたが、感染力は

極めて弱く、発病することはまれであり、現在は治療

法が確立され、たとえ発病しても早期治療により障が

いを残すことなく治すことができるようになりました。 

しかし、平成８年に「らい予防法」が廃止されるまで

長く続いた隔離政策が、ハンセン病回復者の社会復

帰や家族などの関係を阻み、ハンセン病に対する偏見

や差別を助長することにもなりました。 

私たちは、ハンセン病で苦しむ方々がいること、偏

見や差別が存在することを認識し、「人権」とは何か、 

「共に生きる」とは何かを学ぶ必要があります。 

 

ご案内（鳥取県からのお知らせ） 

国立ハンセン病療養所「長島愛生園」（岡山県）を訪

ね、歴史館や園内見学、納骨堂などを巡ります。当日

は、入所者の方に代わり、現地の学芸員さんが誤った

ハンセン病への知識から生じる隔離、差別などを「継

承講話」という形で伝えます。正しい歴史を知り、人権

問題意識を深められる訪問です。日程は１０月１８日

（土）、参加費無料（昼食は自己負担）。   

問合せ：倉吉保健所 医薬・感染症対策課 

電話23-3145 

 

山口
やまぐち

 功
いさお

さん 

な言葉を使いがちですが、それがかえって子どもには結局なにをしたらよいか理解できないた

め、この場合は「立ってね」という言葉が伝わりやすいそうです。そして、伝えた後は一緒にやって

みること。そうすることで、実際に子どももイメージが湧きやすくなり、大人も本当に子どもがで

きるかどうかの確認もできます。さらに、親御さんにとっての効率重視としてほめることも大事で

す。問題行動の反対「普通の行動」は普通であるがゆえにスルーしがちですが、この普通の行動を

ほめることにより間接的に問題行動が減っていきます。そして同時に叱ることも少なくなります。 

   いずれも慣れが必要ですが、子どもたちの幸せが自分も親も周りも笑

顔でいることだと思えば、頑張れますよね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 金  

2 土 
習字教室 

○児 「ドライアイスの実験」 

3 日  

4 月  

5 火  

 6 水 ほくほく食堂みに 

7 木  

8 金 おしゃべりサロン 

9 土  

10 日 絵本の読み聞かせ会 

11 月 山の日／休館 

12 火  

13 水  

14 木  

15 金  

16 土  

17 日  

18 月  

19 火  

20 水  

21 木  

22 金  

23 土 習字教室 

24 日  

25 月  

26 火  

27 水  

28 木          

29 金  

30 土   

31 日  
 

※行事の申し込みが終了している場合もあります。 

詳しくは、ほくほくプラザ（３７－４６７６）まで 

 

ニュースポーツと 

おしゃべりサロン 

夏休みで遊びに来た児童と 

ボッチャをして楽しみます！ 

8 8

ほくほく
ポイント
対象事業 

絵 読 本 の せ 聞 会 か み 

8 10 10 00

 

大人気！子ども服リユースコーナーも開催！ 

ご不要になった子ども服やおもちゃ、ベビー用品があればお譲りください。 

開
館
時
間 

9
時
～

17
時

15
分
（
祝
日
は
休
館
） 

寄付金のお礼 
 この度、子ども食堂あてにご寄付をいただき

ました方へ、この場をお借りし心より感謝申し

上げます。 

 いただきましたご寄付は、ほくほく食堂に参加

する子どもたちへの食事、活動の継続のために

大切に活用させていただきます。 

今後とも、ほくほく食堂への変わらぬご支援

をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

ほくほくプラザ 職員一同 

 

を開催しました！ 
 ７月２５日(金)に、ほくほく食堂を開催しました。

今回の内容は宿題タイム、昼食タイムに加え、人権

学習として手話を学びました。 

 人権学習「手話を学ぼう！」では、赤碕文化セン

ターの澤田直美さんを講師にお迎えし、まずは手

話について説明をされました。そのあとは、簡単な

挨拶や動物、食べ物の名前など誰にでもすぐにで

きる手話を教えてもらいました。最後は「にじ」と

いう曲に合わせてみんなで楽しく手話を学びまし

た。今回の学習で手話に興味を持った子どもたち

もいて、何度も質問をしている姿がありました。 

 そして待ちに待った昼食タイム。今回のメニュー

は冷やし中華でした。連日暑い日が続いていまし

たが、それでも食欲がそそるメニューに子どもた

ちはたくさんおかわりをし「お腹いっぱい～」と満

足そうな様子でした。 

 今回の食堂でボランティア

をして下さった方々、食材を

寄付してくださった方々には

心より感謝をいたします。あ

りがとうございました。 


